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 本市の総合計画「第二次山陽小野田市総合計画」における基本施策である「高齢者

福祉の充実」のあるべき姿を本計画の基本理念とします。 

 団塊ジュニア世代※が 65 歳以上となる令和 22 年（2040 年）に向けては、後期

高齢者人口が増加し、医療や介護の両方を必要とする高齢者や認知症高齢者が増加す

る一方で、介護人材等の担い手となる生産年齢人口の減少が見込まれています。 

 このような中、本市においても、これまで以上に中長期的な視点で、介護サービス

基盤の整備と地域包括ケアシステム※の深化・推進を一体的に取り組んでいく必要が

あります。地域包括ケアシステム※は地域共生社会※の実現に向けた基盤となるもので

あり、制度・分野の枠や「支える側」、「支えられる側」の関係を超えて、地域住民や

多様な主体がつながり、一人ひとりが生きがいや役割を持ち、助け合いながら暮らし

ていくことのできる地域を創っていくものです。 

 特に本市では、高齢化が都市部に比べて進んでおり、中期的には後期高齢者の増加

による介護需要の増加が見込まれることから、要支援・要介護状態にならないための

対策や症状の悪化を防ぐための対策を進めていく必要があります。 

 また、長期的には高齢者人口や 40 歳以上の第 2 号被保険者※の減少が見込まれる

ことから、介護保険が持続可能な制度となるようサービスの提供体制を整理していく

とともに、地域との協創による住みよい暮らしづくりを推進していく必要があります。 

これらを踏まえ、本計画の基本理念に基づき、高齢者が住み慣れた地域で自分らし

く、安心していきいきと暮らし続けることができるよう、住まい・医療・介護・予防・

生活支援が一体的に提供されるまちづくりを目指します。 

 

  

１ 基本理念 
 

高齢者が住み慣れた地域で自分らしく、安心していきいきと暮らし続ける 

ことのできるまち 
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基本 

理念 
基 本 目 標 基 本 事 業 

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
、
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
し
続
け
る 

こ
と
の
で
き
る
ま
ち 

基本目標１ 

生涯現役社会づくりの推進 

１．高齢者の地域、ボランティア活動への参

加促進事業 

２．高齢者の活動拠点の確保・生きがいづく

り推進事業 

３．老人福祉作業所維持整備事業 

基本目標２ 

高齢になっても住みよい地

域づくり 

１．地域包括支援センター運営事業  

２．在宅医療・介護連携推進事業 

３．生活支援サービスの体制整備事業 

４．権利擁護推進事業 

５．高齢者の居住、生活環境の整備事業 

基本目標３ 

介護予防の推進 

１．高齢者の介護予防事業 

２．介護予防・日常生活支援総合事業 

基本目標４ 

認知症施策の推進 
１．認知症施策推進事業 

基本目標５ 

介護（予防）サービスの充実 

１．介護保険給付事業 

２．地域密着型サービス事業 

基本目標６ 

介護保険の円滑な運営 

１．介護給付・介護サービス適正化事業 

２．介護保険管理事業 

 

 

 

 

 

２ 基本目標と施策体系 
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